
　皆様こんにちは。只今ご紹介に預りました仙台市動物管
理センターの亀田由香利と申します。私のようなものがこ
のような機会をいただきまして本当に感謝いたしておりま
す。また、全国の皆様方には震災直後より今でも本当にたく
さんの温かいエールとご支援をいただきまして、この場を
お借りして御礼を申し上げたいと思います。ありがとうござ
います。3月11日あの日から1年半が経ちました。今でも、市
内だけでも約1万世帯の仮設住宅で本当に不自由な生活
を送られています。今回の震災の経験と教訓が1つでも多
くの命を助ける糧になることを願いつつお話をしたいと思
います。私に与えられたテーマは「東日本大震災における仙
台市の現地状況と動物救護活動」という事ですが、東日本
大震災が起こる前には行政としていったいどういう準備を
していたのか。どういう震災で何が起こったのか。行政とし
ていったい何が出来たのか。今回の反省を踏まえたこれか
らの準備や心構えをお話させていただきたいと思います。
よろしくお願い致します。
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東日本大震災被災地の現状
～災害が起きても一緒に暮らせるように～
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司会：続きまして、亀田由香利様のお話です。亀田様は、仙台市動物管理センターの主幹をしていらっしゃいます。
仙台市役所に獣医師として採用されてから、食肉衛生検査所や経済局農政課勤務を経て、八木山動物公園な
どでも勤務されました。本日は、「東日本大震災における仙台市の現地状況と動物救護活動」というテーマで
お話いただきます。それでは、亀田様、よろしくお願いいたします。

　実は仙台市は30年以内に90％以上の確率で震度6以
上の宮城県沖地震が起こるといわれておりました。そのた
めに様々な準備をしてきました。その中で阪神淡路、中越
地震の時の反省を踏まえまして、市としてはペットを同行し
て避難することが前提ということで地域防災計画の中に
も触れられておりましたので、こんなイメージで避難所設
営が必要なレベルになった時には緊急災害時動物救護本
部に支援要請しながら、獣医師会とボランティアと共に動
物救護所を設置するという形はできていました。
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　さて、東日本大震災で仙台市の中ではどういう状況だっ
たかといいますと、これが一番新しい8月31日のデータに
なります。動物管理センターがある宮城野区は震度6強、津
波の高さは岩手県よりもかなり低いですが7.2m、市内だ
けでも死者・行方不明者1,001名にもなりました。建物被
害としては全半壊で138,454戸、市内約3分の1の世帯
が被害を受けたことになります。さらに3月11日だけでは
なくて、4月7日にも宮城野区は震度6強の地震がありまし
た。余震ですが、マグニチュード5以上の余震がトータルで
683回もありました。全てを飲み込み奪い去る津波の被害
が特徴で、まさに史上最大想定外、未曾有の大震災であり
ました。その中で実態は明らかではありませんが、推定とし
ては3分の1ということで、犬猫は2万5千頭程被災してい
るだろうと考えております。

　飼い主様には災害啓発のチラシをつくりまして、災害に
備えての準備をボランティアと共に婦人防火クラブや町内会、
市民センター、マンション等管理組合主催の講習会の中で
お話をさせてきていただいてきたところです。こういうこと
をしながら様々な課題が出てきたところでしたが、そんな
中で平成23年3月11日あの日を迎えてしまったというこ
とになります。

　仙台市の総合防災訓練というのは、35年前に宮城県沖
地震が起こった6月12日に毎年行っていましたが、その中
で、7年前の2005年よりペット同行避難と動物救護所設
営運用訓練を獣医師会とボランティアで行っていました。
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　既に様々なメディアで多くの映像を見ておられると思い
ますが、当市の広報課が震災の時に職員が撮影した写真を
集めて記録集を作成しました。そのデータがありますので
皆様に見ていただこうと思いまして準備してきました。動物
救護からは少し外れますが非常に貴重な衝撃の写真がた
くさんありますので、実際に起こったことを実感していただ
くために必要だと思いますので少しお時間をいただきたい
と思います。
　津波被害のあった、仙台市の沿岸部です。犬のマークが動
物管理センターのある場所で、津波のあった場所が赤い線
で示されています。今回、避難場所であった荒浜小学校や
中野小学校周辺がどういう状況だったか写真を見ていた
だきたいと思います。この浸水地区には22,021人、8,110
世帯あり、ここで登録された犬は約3,000頭いました。

※以下の震災の写真は仙台市広報課作成、“東日本大震災
１年の記録”より抜粋したものです。
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　同じ場所ですが、用水路を遡っている様子がわかると思
います。

　ここが北側の三本塚という場所です。

　少し南側の名取市のほうに向かって見ている状態です。

　先程お話した、海水浴場が近くにある荒浜という新興住
宅地の避難場所の荒浜小学校がここです。消防のヘリが捜
索しているのがわかるかと思います。

　先程の荒浜小学校ですが、津波により一面が水没してし
まい孤島状態になりました。避難した住民249名が屋上で
助けを待っているという状態です。ここに犬猫を同行した
方がたくさんいたというお話をきいています。

　この地区は閑静な新興住宅街と農村地帯が混在してい
る場所で、3月11日の津波が押し寄せている写真です。まさ
に津波が防風林をなぎ倒して集落に襲いかかっている様子
が職員の手で撮られていました。
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　この日の5時、荒浜小学校の近くにヘリがようやく到着し
たという状況です。

　もう少し北側の南蒲生浄化センターの屋上から取った写
真です。職員は全員無事だったときいております。

　同じ荒浜小学校ですが、5時半くらいからヘリコプターが
屋上からの救援活動を開始したところです。ホバリングし
ながらホイストを下して、人を確保して救助するという形を
取りました。最終的に救助を完了したのが翌朝の5時頃と
きいております。この状態ですので犬猫を救助することは
できませんでした。

　その周辺の瓦礫の状況です。

　もう1つの避難所だった中野小学校というところの状態
です。ここには640名ほどの住民が避難していたときいて
います。

　これが荒浜小学校に避難した人達がロープに捕まって
避難する様子です。
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　これは中央の白い建物が先程の荒浜小学校で、かつてど
ういう状態だったかというのがこちらの写真になります。
松林が生い茂っていましたが全てなぎ倒されているのがよ
くわかります。

　そして、ここは藤塚というところで、ここが閖上ですが、全
て無くなっている様子がわかると思います。

　これが荒浜小学校の1階の教室ですが、津波により車が
押し籠められている様子です。

　冠水した農地を捜索する様子です。

　先程の小学校の近く、中野の周辺です。瓦礫の状態がわ
かると思います。

　ここがその近くの冒険広場というところです。この写真
のようだったものが全てこのようになり、ここで5名ほど広
場の展望台に避難した方がいらっしゃったということですが、
その方はなんとか難を逃れたというお話です。
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　消防団が救助活動をしているところです。

　災害救助犬です。3月15日くらいから市内の3頭の犬が
救助に入りました。この仔達の治療に当たった獣医師によ
るとパッドが相当痛んだ状態で治療が大変だったときいて
おります。

　これが1ヶ月経った時の状態です。

　あまり注目されていませんが、沿岸部だけでなくあちら
こちらで様々な被害がありました。これは丘陵地帯の宅地
被害の状況です。

　これはガソリン不足でたくさんの車が行列をつくってい
る様子です。緊急車両や工事車両の通行が妨げられて非常
に混乱したときいております。

　これは山の方の県民の森というところの道路の破損状
態です。市内あちこち亀裂が入ったり陥没したりという状
況がありました。
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　以上、津波の状況、震災被害の状況でしたが、この中でも
命からがら動物と共に避難して来た人がたくさんいました。
その中で獣医師会とボランティアが出来る限りの動物の救
護をしようという事で立ち上げたのが仙台市被災動物救
護対策本部です。岩手に比べると設置するのが遅れましたが、
この日までそれぞれのやれることをやってきて3月25日に
臨時本部を立ち上げ、5月10日に本部の設置にこぎつけま
した。動物管理センターが事務局だったものを獣医師会の
方に持ってきてしっかりした要綱をつくったという違いが
あります。

　先程岩手県の獣医師会長も仰っていた通り、飼い主不明
の動物、引取動物についてはセンター対応、飼い主から一
時預かりは獣医師会対応と明確に役割分担をしまして、新
たなシェルターをつくることなく動物を収容しました。動物
病院では9月までに31の病院が201頭、延べ8,756日の
一時預かりをしました。

　今回の震災においては、巨大津波により全てが飲み込ま
れて埋まってしまうという被害が甚大でありましたので、お
そらく今までの地震のような状況ではなく、人と一緒に生
活していた動物の命も一瞬にして奪われたのではないかと
思われます。ですから相当数の動物が保護され飼い主から
一時預かるという状況ではありませんでした。獣医師会と
センターの収容可能数で、譲渡によって回転をよくしてい
けば対応可能と判断しました。

　これは一部の販売可能なスーパーが時間制限、入場制限
をしながら売り出した時の状況です。
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　その間の加療頭数は9月までで1,515頭に上りました。

　動物管理センターの対応状況ですが、3月11日から翌年
の年度末までセンターに収容された動物はこの表の通り、
保護が1,439頭、引き取りが188頭、その内飼い主の元に
戻れたのは244頭、新たな飼い主の元に送り出したのは
560頭におよびました。

　失踪情報です。失踪情報が寄せられたのは1,169件、そ
の内366件は飼い主が判明し、飼い主の元に戻れました。

　では、避難所にペットと共に避難している飼い主への支
援はどういう事をして来たのかという事をお話します。獣
医師会とボランティアと避難所の方に入り込んで実態の聞
き取りをして、必要物資の配布、健康チェック、治療、予防、
相談くみ上げを行ってきました。避難所設置マニュアルの
中にはペットのスペースを設けることとありましたが原則
室外となっておりまして、最大288の避難所が設置されま
したが、避難所によって実に様々な形の受け入れで、日々変
化していったというのが現状です。

　これは避難所の3月16日の状態ですが、このような状態
で、ここでは、ペットが中に入れるような状況ではありませ
んでした。
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　日々変化しているのでなかなか統計を取るのが難しかっ
たのですが、4月30日というのは仮設住宅に移る直前です
がその時の状況です。避難所が11箇所、38頭のペットが同
行していました。

　その時のペットの取り扱いがどうなっていたかを表にし
ました。ペットが家族と共に教室に入れてもらっている場
所もありました。体育館の倉庫で家族と共に暮らしている
ペットもいました。その他、専用の係留施設や車中生活等
様々でありました。

　車中生活の方はロータリークラブに要請して、先程岩手
のお話しでもでましたシェルターボックスをいただきました。
犬と共に生活できるように学校の校庭にテントを立てて、
個別テントという形で生活できるようになり非常に喜んで
いただきました。

　このように車中だったり外のテントに入れられたりして
いました。

　この後仮設住宅に入って行きました。仙台市では、応急プ
レハブ仮設住宅ではペット飼養が可能となりました。その
ために仮設入居説明会で、ペット飼育届を提出していただ
ければ様々な支援が受けられることを伝えて、実態が把握
できるようになりました。同時にその時点で仮設における
マナー啓発をすることが出来ました。

↑
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　どういうもので仮設届を出していただいたか、啓発していっ
たかというのがこの用紙になります。

　仮設住宅において飼養されているペットの数です。6月
11日現在、応急プレハブ仮設住宅のみですが16箇所で
242頭のペットが飼われていました。その他に民間賃貸住
宅等が8000戸くらいありましたが、ここの実態は明らか
ではありませんでした。

　応急プレハブ仮設住宅の状況です。このように狭く、近隣
と密接した住宅の中で、原則室内飼いで飼っていただいて
いました。

　その中でどういう飼い主支援をしてきたかという写真です。
もともと、外で飼っている方もたくさんいらっしゃいましたが、
室内飼育の指導をし、ケージ等をお渡ししてきました。色々
な話を聴いて物資の支援をしたり、マナー啓発の中で一緒
に糞拾いをしたり、しつけ教室を開いたりしました。

　被災した小学校の子供達がたくさんいました。その子供
達に、少しでも笑顔を取り戻して欲しい思いから、犬を連れ
てふれあい教室をしました。
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　今回の私達の活動の中で非常に有効だったのが、譲渡事
業です。従来から成犬譲渡をボランティアと協働で進めて
きたことが、活動を円滑に進めることが出来た大きな要因
だったと思います。1ヶ月間は飼い主探しに没頭していまし
たが、その後は月に1回は必ず譲渡会を開いて新しい家族
にもらっていただくという活動を続けました。譲渡会に関し
ては1年間で10回開きました。121頭の犬を譲渡会で新し
い家族のもとに送り出しました。

　その他、全国の団体に里親探しのための譲渡をしました。
その他に随時譲渡というシステムもつくりました。全国から
ご支援を頂き、南は沖縄から北は岩手の方まで、非常にたく
さんの方が注目して下さって、譲渡を進めることができま
した。

　猫の譲渡もしました。譲渡会は9月から行いましたが、5
回で38頭譲渡しました。

　団体は10団体で135頭、その他随時譲渡を進めました。

　譲渡がうまくいった大きな要因として、平常から行ってき
たボランティアとの協働の形というのがあります。ボランティ
アさんのご協力のおかげだと思います。今回の震災を受け
て、このボランティアに全国の方が加わった形で、散歩をし
たり、トリミングやシャンプーをしたりという事をしていた
だきました。
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　これが譲渡会の様子です。1頭1頭ボランティアさんがハ
ンドリングしながら説明をしています。

　今までお話して来たことが私達が行ってきた活動ですが、
全国からホールいっぱいになった支援物資や義援金、被災
動物の一時預かりをしていただいたことが非常に大きな
力になりました。改めて心から感謝いたします。

　まとめです。今回の震災の経験と反省を踏まえた災害に
備えての飼い主の心構えと準備のお話をしたいと思います。
犬猫は飼い主に全てを依存しております。まずはわが仔を

助けるためにわが身を守ることを考えて下さい。そして同
行避難だと思います。誰よりも時間と手間がかかることを
前提に、早め早めに行動できるように準備を進めていただ
きたいと思います。今回の震災でもそういう心構えの中で、
ペットがいたから早め早めに逃げて助かったという方もた
くさんいらっしゃいました。そのためには、防災訓練の中に
同行避難訓練を是非入れていただきたいという事。ペット
用の持ち出し袋の内容の検討、準備も必要だと思います。
　また、同行避難できるようにするためには、町内会単位で
の話し合いで、学校教室をペットを同行して来た人のため
に開放してもらう事が良いのではないかと思います。それ
が不可能であれば、ロータリークラブを通して先程お見せ
したようなシェルターボックスを要請していただいて、個別
テントを設置するというのが現実的だと思います。そして
同行避難した時に何より大事なことは、日ごろから地域に
愛される飼い主と動物であることだと思います。人にとっ
て精神的な支えであります動物たちの存在が、災害を乗り
越えて前に進むための力になるという事を全ての方に理解
していただく、という大きな務めが私達の役割だと強く考
えております。本日は御清聴ありがとうございました。

↑
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